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今年も無事に通算5回目の天神祭ごみゼロ大作戦を実施することができました。
2017年から始まった取組ですが、2020年、2021年、2022年の3年間は新型コロ
ナウィルスの流行に伴い、天神祭が神事のみとなったので、ごみゼロ大作戦も必
要なかったのです。コロナ禍が終わって2回目の天神祭ごみゼロ大作戦、今年もの
べ1,418人のボランティアが集まってくださいました。

天神祭は例年7月24日に宵宮、25日に本宮が催されます。そして、25日には奉
納花火も打ち上げられるので、1日で100万人の人出があると言われています。今
年の25日の午後11時半ごろに、桜ノ宮橋のあたりから天満橋まで歩いてみたとこ
ろ、ごみがほとんど散らかっていない状態で祭りを終えることができていました。
初年度の2017年は活動地域が限定されていたこともあり、きれいな状態で祭りを
終えることができましたが、それ以降、なかなか、思うような成果は出せていま
せんでした。しかし、今年は、きれいでした。天神祭ごみゼロ大作戦もだいぶ活
動が知られてきて、みんなできれいなお祭りをつくるという思いが、多くの人に
届き始めたのかもしれません。

ただ、問題も出てきました。リチウムイオン電池の入っている手持ち扇風機や、
電子タバコのようなものが、エコステーションに捨てられるということが起こっ
ています。リチウムイオン電池は、大きな外力が加わるとショートして発火や爆
発が起こります。基本はお断りするのですが、お断りした後に、持ち主が帰り道
にポイ捨てしないかという心配もあります。こんなことも、今後一緒に考えてい
ければと思います。

さて、来年は大阪で万博が開催されます。きっと、天神祭にもたくさんの外国か
らのお客さんがいらっしゃるでしょう。大きなお祭りになると、掃除部隊を大量
に投入してきれいさを保つお祭りは多いですが、来場者がきちんとごみの行方を
考えることによって、きれいさを保っているお祭りは数少ないと思います。どう
か、来年は、きれいさを保った大川沿いを、世界のみなさんにご覧いただけるよ
う、一緒にがんばりましょう。

来年もまた、みなさんと天神祭ごみゼロ大作戦でお目にかかれますように。そ
して、いつか、ごみが散らからないお祭りが実現して、天神祭ごみゼロ大作戦が
いらなくなる日が来ますように。 

はじめに
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Supported by

実施概要



5/23(木）ボランティアリーダー説明会

6/2(日) キックオフ・ミーティング

6/9(日) ボランティアリーダー研修②
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6/29(土) 現地視察+トランシーバー研修

7/15(月)、16日(火) 祇園祭ごみゼロ大作戦

74名のボランティアリーダーの研修
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7月19日(金) OsakaMetro天満橋駅構内にて仮設式の給水機を設置して、給水イベントを
行ない、「マイボトルを持参して天神祭へ行こう！」と呼びかけました。

屋内で使いたい給水機は？

■ボランティア参加者 8人
■活動時間 11:30〜15:30
■給水機利用者 約120人

■アンケート
・「今日マイボトル持ってますか？』
日々マイボトル持参 53人
使用済みペットボトル利用している 7人
飲料を買って持参している 6人
持っていない  8人

・屋内で使いたい給水機(写真左から）
従来の公共施設、デパート 13人
ボトル給水と直のみタイプ 6人
ボトル専用浄水サーバー 9人

・屋外タイプ（写真左から）
東京都水道局ボトル式冷却スポット 16人
欧米で増えている他様式給水機
(ボトル専用＋直のみ＋犬猫洋)        30人
特注の冷水機内蔵タイプ 8人

屋外で使いたい給水機は？

事前告知イベントの実施
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2023年は4年ぶりの活動で南天満公園のみで活動しましたが、今年は桜ノ宮公園（桜宮橋
以南）まで活動エリアを拡大して実施しました。

▲南天満公園(エリアG,H)

桜ノ宮公園（桜宮橋以南）
(エリアF)
2024年拡大エリア

活動エリアの拡大

エリアF(1～9)

エリアH (16～20) エリアG(10～15)

エリアF(1～9)

実 施 エ リ ア M A P
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ボランティアリーダー マニュアル（抜粋）
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ボランティアリーダー インタビュー

◆なぜごみゼロ大作戦に参加をしてみようと思ったのですか？

もともとごみゼロ大作戦とは別のボランティアを大学でしていたのですが、他のボラン
ティアにも挑戦してみたいと思ったからです。また、普段は参加者であるお祭りにボラン
ティアとして関わることにも興味を持ちました。
ボランティア説明会で活動内容や天神祭のごみの現状などを知り、実際にごみゼロ大作戦
に関わりたいと思い参加しました！

◆今年度ごみゼロ大作戦に参加をしてみてどうでしたか？
大変だったことや、やりがいを教えてください

まず1番は楽しかったです！もちろん大変だったこともありましたが、とても濃い二日間
で絶対忘れない活動だったなと感じます！

学生だけではなく社会人の方とも関わりながらの活動だったので慣れないことも多かった
ですが、一般ボランティアさん含め多くの方と協力しながら活動するというすごく貴重な
経験ができました。
当日は想像以上に人が多く、研修通りには動けなかったりすることも多かったですが、そ
の分やりがいもありました！ごみを分別してもらった際に来場者の方に「ありがとう」と
言ってもらえたり、拾い歩きでごみを拾ったあとの綺麗な会場を見たときに参加して良
かったと思いました！
また、活動後に他のリーダーさんに「頼もしかったよありがとう」と言ってもらえたとき
はすごく嬉しかったです！

◆来年度ごみゼロ大作戦のボランティアリーダーに参加する方々へ一言お願いします！

大変そうな印象を持つ方も多いと思いますし実際大変ではありますが、本当にやりがいの
ある楽しい経験ができます！大きなお祭りにボランティアとして、リーダーとして関われ
る貴重な機会だと思います！ぜひ一歩踏み出してみて欲しいです！

芝池 陽彩
Shiabaike Harune
近畿大学 2年生

ごみゼロ大作戦参加歴：初参加
エリアF エリアサブリーダー
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昨年の約２倍となる1,418人のボランティアスタッフがエコステーションにてごみと資源
物の分別回収と、使用済みリユース食器の回収作業、会場内のごみ拾い活動を行ないまし
た。

1,418人のボランティアスタッフ
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＊2018年 2019年の実績は、大川全域エリアでの活動であったため、
総量が多くなっています。ただし、2019年は多量の資源物の持ち去られ
があったため、本年度の私たちの手で資源化できた実績は2019年を超え
ました。

＊2020年〜2022年は新型コロナの影響でごみゼロ大作戦を実施しません
でした。

＊昨年度から大阪市の「イベント用ごみ分別ボックス」の貸与を受けている
ため、ダンボールはありません。

＊うちわは八尾市立大畑山青少年野外活動センター他にてキャンプ用として
再利用されます。

約1.3トンを資源化等で減量

単位(kg)



11

エリア内に出店しているの屋台の露店にリユース食器18,500枚・個を無償で貸し出しし
て使用してもらい、使い捨て食器によるごみの発生を削減する活動を行いました。来場
者・使用者に対する啓発にもなったと思います。

18,500枚のリユース食器を導入



▲ボランティアリーダーTシャツ

▲テント横バナー
［1760x1800mm］

▲のぼり
［580x1785mm］

▲分別サイン

▲ボランティアスタッフTシャツ

▲ポスター
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制作物
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2024年の出来事（TV出演、海外からの視察対応）

今年も毎日放送（MBS)の取材を受け、
TV にて放映していただきました。

日本財団ボランティアセンター主催の
ボランティアEXPOに参加しました。

ボランティア市民活動情報誌COMVO
に掲載いただきました。

エコステーションにて当活動への支援
を求める募金活動を行い、63,125円集
まりました。

韓国の蔚山（ウルサン）広域市の蔚山
研究院の方々が視察に来られました。

TV放映の様子は上記URLから
ご確認いただけます
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10月21日(月) 18:30 – 20:30 当日のボランティアリーダーが集まり、振り返りの会を実
施しました。研修、備品、事務局、当日の活動、ボランティア、リーダーといったそれぞ
れのテーマに関して気づいた点を挙げ、来年に向けての改善ポイントを話し合いました。

話し合われた改善ポイント

＊頑張りすぎるリーダーとボランティアスタッフが多い。休憩時間のシフトなどをあら
かじめ設定しておいて欲しい。

＊エコステーションの撤収の段取りが分からなかった。事前の研修で指導して欲しい。
＊現場の下見の際に当日の様子も伝えてもらいながら歩けたのがよかった。
＊資源物や廃棄物に関して講師を招いてレクチャーをしてもらえるような機会がほしい。
＊夜のエコステーションが暗くて目立たなかったので、照明設備を強化してほしい。
＊拾い歩きや散乱ごみへの対応について、オペレーションをもっと共有して、徹底して欲
しかった。

＊トランシーバーの研修ロールプレイングができたのがよかったが、それでも使いこなせ
ていないリーダーがいた。

ボランティアリーダー振り返り会



天神祭ごみゼロ大作戦実行委員会

〒532-0013 大阪市淀川区木川西1-4-20
(NPO法人 大阪府民環境会議内）

TEL: 06-6195-9868
E-mail: info@tenjin-gomizero.jp
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